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回路図・盤図・部品表照合 

使用手順書 
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概要/注意 

・ACAD-DENKI2022 新機能の回路図・盤図・部品表照合の使用手順書です。 

＊本機能をご使用頂く前には必ず SP1 以上を適用してください。 

・ACAD-DENKI2021 以下ではご利用いただけません。 

・従来の ACAD-Parts 内の「回路図・盤図照合」と比べ、「部品表」も照合出来る機能です。 

・ACAD-Parts ライセンスを所有していない(作図パック)ユーザでも使用可能です。 

・ACAD-Parts コマンドで部品表を作成する場合はマニュアルをご参照ください。 

 https://www.alfatech.jp/manual/doc_training.html 

 電キャビ・ACAD-Parts オペレータ用マニュアル P65~ 

・ 本書の内容に関しては、将来予告なく変更することがあります。 

 

目次 

 

P3~  ■コマンド使用手順 

P7~  ■ログファイル出力 

P8~  ■ACAD-DENKI コマンド 表枠作成を使用しての照合 

P10~  ■2021 以下のバージョンで作成した部品表を使用する場合 

 

 

ACAD-Parts バージョン 2022 以上で作成した部品表を使用する→P3 

 

ACAD-Partsを持っていない場合→P8 

 

ACAD-Parts2021 以下で作成した部品表を使用する→P10 
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■コマンド使用手順 

 

1. ACAD-DENKI メニューの[盤図]-[回路図・盤図・部品表照合]を実行します。 

2. 照合結果が表示されます。 

 

 

 

 

赤・・・器具番号なし 

シンボルに器具番号が無い状態です。照合結果にて器具番号項目が空欄になっておりませんかご確認く

ださい。 

意図的に入れていない場合に非表示にする事は出来ません。 

 

紫・・・部品コードの相違 

回路図・盤図で同じシンボル(同一器具番号・同一盤 No)にも関わらず部品コードが異なる状態です。 

照合結果にて部品コード項目をご確認ください。 

 

水色・・・情報が揃っていない 

回路図もしくは盤図どちらかにしかシンボルが存在しない状態です。 

照合結果項目に記載がありますのでご確認ください。 

 

＊色の説明は[ヘルプ]-[色の説明]でご確認ください。 
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部品表を入れて照合を行います。 

3. メニューの[表示]-[部品表部品情報を表示]を選択します。 

 

 

 

 

4. 部品表項目が表示されます。 

 

 

 

 

5. メニューの[部品表照合]-[部品表照合を実行]を選択します。 
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6. 項目が更新されます。 

 品表のみに存在、部品表に存在しない項目が確認可能です。 

 

 

 

 

7.修正を行います。 

「部品コード相違」となっている盤図側の LMP1 の部品コードを修正します。 

 

 

8.項目をクリックし[ズーム]を選択します。 

 

CAD 図面上で該当のシンボルへジャンプします。 

 

 

9.属性編集を開き修正を行います。 
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10.ダイアログに戻り[更新]を選択します。 

 

ダイアログ上で修正が反映されます。 

 

 

・複数の部品表(以前の部品表等)が存在している場合は[部品表照合]-[検索ページを選択して部品表照合

を実行]より絞り込みを行ってください。 

・盤 No で絞り込む場合は[表示]-[表示盤の選択]より絞り込みを行ってください。 
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■ログファイル出力 

 

1. 照合結果を表示している状態で[ファイル]-[ログ出力]を実行します。 

 

 

2. 確認メッセージが表示されますので[はい]を選択します。 

 

3. ログファイルが出力されます。 [はい]を選択します。 

 

 

4. メモ帳でログが出力されます。 
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■ACAD-DENKI コマンド 表枠作成を使用しての照合 

 

1. メニューの[電気編集]-[表作成・編集]-[表枠作成]を実行します。 

 

2. 「□部品表として使用する」にチェックを入れます。項目を入力し[OK]をクリックします。 

＊設定ファイルに書込を行うことで保存が可能です。 

 

 

 

3. 任意の位置へ部品表を配置します。 

＊新ページ等の別図面でも問題ありません。 
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4. 表枠へ属性の紐づけします。 

 

 

部品表に情報を入力します。 

＊メニューの[属性/文字]-[文字列編集]を使用する事で一括での入力・編集が出来ます。 

詳細な使用方法はコマンドヘルプをご参照ください。 メニューの[?]-[コマンドヘルプ] 

 

設定完了後、コマンド使用手順に従いご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部品表設定で、設定できる属性は「器

具番号」「盤 No」「装置ユニット No」

「部品コード」です。 

割り当てる属性がない見出し(例：型

式や定格、メーカーなど)については

空白で構いません。 

ただし回路図・盤図・部品表照合を行

うためのキーとして、器具番号だけは

割り当てておく必要があります。 

設定できる属性は「器具番号」部品表

設定で、設定できる属性は「器具番号」

「盤 No」「装置ユニット No」「部品コ

ード」です。 

割り当てる属性がない見出し(例：型

式や定格、部品名など)については空

白で構いません。 

ただし回路図・盤図・部品表照合を行

うためのキーとして、器具番号だけは

割り当てておく必要があります。「盤

No」「装置ユニット No」「部品コード」

です。 

割り当てる属性がない見出し(例：型

式や定部品表設定で、設定できる属性

は「器具番号」「盤 No」「装置ユニッ

ト No」「部品コード」です。 

割り当てる属性がない見出し(例：型

式や定格、部品名など)については空

白で構いません。 

ただし回路図・盤図・部品表照合を行

うためのキーとして、器具番号だけは

割り当てておく必要があります。格、

部品名など)については空白で構いま

せん。 

ただし回路図・盤図・部品表照合を行

うためのキーとして、器具番号だけは

割り当てておく装置ユニット No」「部

品コード」です。 

割り当てる属性がない見出し(例：型
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■2021 以下のバージョンで作成した部品表を使用する 

1. メニューの[電気編集]-[表作成・編集]-[部品表設定]を実行します。 

2. 表を囲み Enter キーを押します。 

 

 

 

3. 項目に対し属性の紐づけ設定を行います。 

 

 

部品表設定が完了したら[OK]を選択します。 

設定完了後、コマンド使用手順に従いご利用ください。 

部品表設定で、設定できる属性は「器

具番号」「盤 No」「装置ユニット No」

「部品コード」です。 

割り当てる属性がない見出し(例：型

式や品名など)については空白で構い

ません。 

ただし回路図・盤図・部品表照合を行

うためのキーとして、器具番号だけは

割り当てておく必要があります。 

できる属性は「器具番号」部品表設定

で、設定できる属性は「器具番号」「盤

No」「装置ユニット No」「部品コード」

です。 

割り当てる属性がない見出し(例：型

式や定格、部品名など)については空

白で構いません。 

ただし回路図・盤図・部品表照合を行

うためのキーとして、器具番号だけは

割り当てておく必要があります。「盤

No」「装置ユニット No」「部品コード」

です。 

割り当てる属性がない見出し(例：型


